
担当部署 佐倉市の各施策への課題

企画政策部
佐倉市の地下水を確保。県から購入する原水を安くて安全なものに
する

議会事務局 委員会のインターネット配信設備を整備する
会計年度任用職員と正規職員との格差を是正する。

職員通勤手当が国基準に比較し、年間約８００万円高いのを是正す
る。職員給与につき他市との比較を十分に説明する。特別職期末手
当の役職加算根拠を明確にする

資産管理経営室
政策決定過程を含め積極的に情報公開をする。特に新佐倉図書館
のコロナ対応計画等

契約検査室
入札における、落札業者のくじ引き決定を無くし、入札差金を確保す
る。最小の経費で最大の効果を上げる。

選挙管理委員会 違法な政治活動、選挙活動を無くす

市民部
住民票等のコンビニ発行経費は1通1万円以上であり、一旦休止す
べき

危機管理室 ハザードマップ改正、避難所充実などに取り組む
学校トイレ洋式化（7年間要）を早める。
避難所の体育館にエアコン設置し無停電化を図る
国際感覚の育成（英語教育等体制強化）をする

福祉部
福祉サービスの情報発信、サービス提供の迅速化。グループホーム
等福祉施設の充実

保育園、学童保育の実質待機児童を無くし環境改善に取り組む。

保育園の駐車場の安全化、病児病後児保育の拡大等を推進する

新型コロナウイルス対策の充実

産業振興部 災害に強い農業を目指す。耕作放棄地、野生動物被害を減少させる

土木部 災害復旧。街路樹を小型樹木へ植え替えする

都市部
京成佐倉駅北口にエレベータを設置する。ＪＲ佐倉駅周辺に市民が
集える施設を整備する。大規模盛土への対策

上下水道部
入札における、落札業者のくじ引き決定を無くし、水道原水費上昇に
よる値上げ幅を縮小する

総務部

教育委員会

健康子ども
部

コロナ補正予算 億円 目的
対策１号補正 179 定額給付金他
対策２号補正 5 事業者支援他
対策４号補正 1 臨時給付金
対策５号補正 13 市各種支援策
8月議会予定 4 市各種支援策
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１頁 コロナウイルス対策

佐倉市今年度事業
市職員の働き方

２頁 ６月議会概要
議員報酬10％削減否決
ジェンダー平等
新佐倉図書館

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
対
策
と
し
て
、
市
の

働
き
方
を
質
問
し
、
次

の
答
弁
が
あ
っ
た
。

「
佐
倉
市
で
は
時
差

通
勤
、
振
替
に
よ
る
土

日
勤
務
、
在
宅
で
の
テ

レ
ワ
ー
ク
、
公
民
館
な

ど
で
の
サ
テ
ラ
イ
ト
勤

務
な
ど
に
取
り
組
み
、

窓
口
部
門
な
ど
を
除

き
、
支
障
な
く
進
め

ら
れ
た
。

４
月
・

５
月
の
平
日
分
散
勤

務
の
実
施
率
は
約
40

％
強
と
な
り
、
職
員

間
の
接
触
機
会
低
減

は
、
一
定
程
度
達
成

で
き
た
。
在
宅
勤
務

は
、
職
員
間
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
制

約
が
あ
る
が
、
仕
事

の
能
率
が
著
し
く
低

下
し
た
と
い
う
報
告

は
な
い
。

公
共
施
設
の
休
止
、

事
業
の
休
止
な
ど
も
あ

り
、
時
間
外
勤
務
は
市

全
体
で
前
年
同
時
期
比

33
％
の
減
少
と
な
っ
た
」
。

市
で
は
、
Ｈ
29
年
度

に
、
市
職
員
の
人
件
費

単
価
を
一
分
当
た
り
62

円
32
銭
（
時
間
３
７
３

９
円
）
と
計
算
し
て
い

た
。
こ
の
計
算
で
は
、

給
与
に
年
金
、
退
職
金

等
も
含
め
て
計
算
し
て

い
る
。
た
だ
し
、
祝
日

等
を
勤
務
時
間
と
し
て

算
入
し
年
間
２
０
１
５

時
間
と
し
て
い
た
。

そ
こ
で
、
祝
日
、
年

末
年
始
休
暇
を
除
い
た

勤
務
時
間
で
は
幾
ら
か

を
質
問
し
、
次
の
答
弁

が
あ
っ
た
。

「
年
間
勤
務
時
間
は
１

８
７
８
時
間
、
単
価
は

66
円
27
銭
（
時
間
３

９
７
６
円
）
と
な
る
」
。

次
に
、
実
質
勤
務
時

間
数
で
あ
る
有
給
休
暇

除
い
た
約
１
７
２
０
時

間
に
つ
い
て
は
、

「
有
給
休
暇
を
除
く
こ

と
は
法
律
の
根
拠
が
無

く
、
人
件
費
の
計
算
に

な
じ
ま
な
く
計
算
し
て

い
な
い
」
と
答
弁
。

市
民
の
側
か
ら
す
れ

ば
、
根
拠
が
無
い
答
弁

拒
否
と
な
る
。

佐倉市議会は、議員報酬等１０％削減案を否決

（会派）市民オンブズマンひまわり会

説
明
資
料
の
充
実

一
般
会
計
当
初
予
算

は
、
総
合
計
５
９
２
事

業
、
５
１
４
億
６
８
０

０
万
円
（
市
民
一
人
当

た
り
約
30
万
円
）
で
す
。

こ
の
大
き
な
予
算
に

対
し
、
事
業
内
容
の
説

明
資
料
を
充
実
さ
せ
る

が
必
要
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
に
よ
り
、
補
助
金

事
業
等
に
つ
い
て
は
、

そ
の
内
容
を
市
民
が
良

く
知
る
こ
と
が
で
き
、

補
助
制
度
へ
の
応
募
も

し
易
く
な
り
ま
す
。

決
算
審
査
で
は
、
成

果
の
説
明
書
に
て
事
業

内
容
を
詳
し
く
説
明
し

て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う

な
年
間
を
通
じ
て
活
用

で
き
る
資
料
を
作
成
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

事
業
執
行
の
課
題

（
各
課
題
は
左
表
を
ご

覧
く
だ
さ
い
）

特
に
昨
年
度
の
入
札

で
は
、
21
％
（
79
件
）

が
く
じ
引
き
に
よ
る
落

札
者
決
定
で
し
た
。

入
札
差
金
（
予
定
額

よ
り
安
か
っ
た
額
）
は
、

入
札
制
度
変
更
に
よ
り

２
０
１
８
年
度
か
ら
大

き
く
減
少
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
で
も
10
億
円
を
超

え
て
い
ま
す
。
昨
年
秋

の
災
害
は
激
甚
災
害
に

指
定
さ
れ
ま
し
た
が
、

佐
倉
市
の
負
担
は
10
億

円
弱
に
達
し
ま
す
。
今
、

最
小
の
経
費
で
最
大
の

効
果
を
挙
げ
る
努
力
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

佐
倉
市
の
今
年
度
事
業
に
つ
い
て

本
年
当
初
か
ら
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
発
生
に
よ
り
、
市
の
ほ
と
ん
ど
の

事
業
は
そ
の
影
響
を
受
け
て
い
ま
す
が
、
地
道
に
継
続
し
て
事
業
を
進
め
る
こ
と

も
大
切
で
す
。
今
年
度
は
、
高
齢
者
安
全
運
転
装
置
補
助
、
保
育
園
紙
オ
ム
ツ
処

分
等
が
始
ま
り
、
昨
年
の
台
風
等
の
災
害
復
旧
も
有
り
ま
す
。
堅
実
な
予
算
で
す

が
補
助
金
な
ど
の
メ
ニ
ュ
ー
を
、
市
民
に
解
り
易
く
示
す
必
要
が
有
り
ま
す
。

オンブズマンと
は「行政苦情の解
決や行政の適正運

用、人権保護のた
めに行動する人」

です。
市民オンブズマ

ンは、市民がオン
ブズマンのように

活動するものです。
各種の御相談は下

記連絡先にどうぞ。
一緒に活動できる

方を募集中です。

感
染
予
防
基
本
方
針

市
の
今
後
の
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
へ
の
基
本
方

針
は
、
「
３
密
の
回
避
、

マ
ス
ク
着
用
、
手
洗
い
徹

底
な
ど
を
守
り
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ

検
査
体
制
の
拡
充
に
協
力

を
す
る
」
で
す
。

第
二
波
に
向
け
て
、

手
洗
い
も
大
切
で
す
が
入

浴
も
大
切
と
思
い
ま
す
。

入
浴
し
て
良
く
洗
う
な
ど

の
清
潔
な
生
活
で
感
染
を

防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
と

情
報
公
開

待
ち
望
ま
れ
て
い
た
Ｐ

Ｃ
Ｒ
検
査
セ
ン
タ
ー
に
つ

い
て
は
、
印
旛
郡
市
で
は

５
月
28
日
か
ら
運
用
を

開
始
し
ま
し
た
。
一
日
当

た
り
最
大
可
能
検
査
数
は

30
件
。
今
後
も
同
セ
ン

タ
ー
で
の
検
査
数
、
患
者

の
個
人
情
報
は
非
公
表
。

陽
性
に
な
っ
た
場
合
は
、

入
院
や
宿
泊
療
養
に
な
る
。

陽
性
に
な
っ
た
人
の
受
け

入
れ
病
院
は
公
表
さ
れ
な

い
。
ま
た
、
医
療
崩
壊
を

き
た
し
て
い
る
市
内
病
院

は
無
い
状
態
で
す
。

情
報
公
開
が
不
十
分
な

た
め
、
き
め
細
か
い
対
策

が
難
し
い
面
が
あ
り
ま
す
。

コ
ロ
ナ
対
策
予
算

総
額
２
０
２
億
円
（
左

表
参
照
）
に
な
り
、
主
と

し
て
定
額
給
付
金
で
す
。

財
源
は
、
国
か
ら
の
支
出

金
が
２
０
０
億
円
強
で
あ

り

市
の
負
担
は
、
１
・

６
億
円
で
す
。

佐
倉
市
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策

予
算
総
額
は
、
約
２
０
２
億
円

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
脅
威
を
振
い
、
私
達
の
生
活
を

激
変
さ
せ
て
い
ま
す
。
薬
、
ワ
ク
チ
ン
が
無
く
、
自
己
の
治

癒
力
で
対
抗
す
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
佐
倉
市
の
対
策
予
算

は
２
０
０
億
円
を
超
え
、
昨
秋
の
台
風
災
害
予
算
26
億
円
と

比
べ
、
大
き
な
金
額
に
な
っ
て
い
ま
す
。
６
月
議
会
で
の
一

般
質
問
、
７
月
臨
時
議
会
等
か
ら
、
現
状
を
お
知
ら
せ
し
ま

す
。
な
お
、
「
議
員
報
酬
等
10
％
削
減
案
」
は
否
決
さ
れ
ま

し
た
（
２
頁
参
照
）
。

市
職
員
の
働
き
方

市職員の人件費単価は、時間約４０００円

市
職
員
人
件
費
単
価



議 案 種 類 提 出 者 件 数 主 な 内 容 （ 青 字 は 否 決 さ れ た 議 案 ）
可 決
数

補 正 予 算 市 長 6
一 般 会 計 ｘ 3 、 国 民 健 康 保 険 、 介 護 保
険 、 災 害 共 済

6

条 例 改 正 市 長 1 0

手 数 料 、 税 賦 課 徴 収 、 都 市 計 画 税 、 国 民
健 康 保 険 、 後 期 高 齢 者 医 療 、 介 護 保 険 、
重 度 心 身 障 害 者 医 療 費 助 成 、 放 課 後 児 童
健 全 育 成 基 準 、 家 庭 的 保 育 基 準 　 特 定 教
育 ・ 保 育 施 設 基 準

1 0

人 事 市 長 1 6
農 業 委 員 任 命 x 1 5 、 人 権 擁 護 委 員 候 補 者
推 薦

1 6

契 約 市 長 1 明 神 橋 災 害 復 旧 工 事 （ 2 . 4 5 億 円 ） 1

請 願 市 民 1
コ ロ ナ 対 策 優 先 の た め 新 佐 倉 図 書 館 入 札
延 期 を 求 め る

0

陳 情 市 民 他 2
別 居 ・ 離 婚 後 の 親 子 の 断 絶 を 防 止 す る 法
整 備 を 求 め る 、 新 佐 倉 図 書 館 建 設 地 変 更
を 求 め る

1

条 例 改 正 議 員 1
議 員 及 び 特 別 職 の 報 酬 及 び 給 与 の １ ０ ％
削 減 の 条 例 改 正

0

意 見 書
委 員

会 、 議
員

7

別 居 ・ 離 婚 後 の 親 子 の 断 絶 を 防 止 す る 法
整 備 を 求 め る 、 緊 急 事 態 条 項 創 設 で は な
く 憲 法 を 生 か す こ と を 求 め る 、 Ｐ Ｃ Ｒ 検
査 体 制 の 抜 本 的 改 善 を 求 め る 、 感 染 症 の
基 準 病 床 数 の 増 床 を 求 め る 、 消 費 税 ５ ％
へ の 減 税 を 求 め る 、 コ ロ ナ 禍 に よ る 生 活
困 窮 者 の 住 宅 支 援 充 実 を 求 め る 、 福 島 原
発 の 多 核 種 除 去 設 備 処 理 水 処 分 方 針 を 慎
重 に 定 め る こ と を 求 め る

1

　 議 会 賛 否 一 覧 表
賛 成 ○ 　 賛 成 少 数 △ 　 反 対 ×

主 な 議 案

全
体

市
民
オ

ン

ブ
ズ

マ
ン

ひ
ま
わ
り
会

さ
く
ら
会

公
明
党

自
由
民
主
さ
く
ら

市
民
ネ
ッ

ト

共
産
党

新
社
会
党

高
橋
と
み
お
議
員

玉
城
清
剛
議
員

議 員 数 （ 合 計 28名 ） 28 2 1 0 4 4 3 2 1 1 1

①　議員及び特別職の報酬、給与の
10％削減の条例改正

△ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○

②コロナ対策優先のため新佐倉図書
館の入札延期を求める請願

△ ○ × × × ○ ○ ○ × ○

③ＰＣＲ検査体制の抜本的改善を求
める意見書

△ ○ × × × ○ ○ ○ × ○

④感染症の基準病床数の増床を求め
る意見書

△ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○

⑤コロナ禍による生活困窮者の住宅
支援充実を求める意見書

△ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○
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議
案
賛
否
（
左
表
参
照
）

①
議
員
及
び
特
別
職
の
報

酬
及
び
給
与
の
10
％
削
減

の
条
例
改
正
案

会
派
「
市
民
オ
ン
ブ
ズ

マ
ン
ひ
ま
わ
り
会
」
は
コ

ロ
ナ
禍
に
お
け
る
危
機
に

対
し
、
議
員
及
び
特
別
職

の
報
酬
等
を
削
減
す
る
条

例
改
正
案
を
提
出
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対

策
の
財
源
確
保
を
目
指
し

た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、

10
％
削
減
は
賛
成
少
数

（
10
人
）
で
否
決
さ
れ
た
。

②
コ
ロ
ナ
対
策
を
優
先
し

新
佐
倉
図
書
館
建
設
工
事

入
札
延
期
を
求
め
る
請
願

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る

生
活
様
式
の
変
更
な

ど
に
よ
り
、
設
計
変
更

の
必
要
性
も
考
慮
し
、
建

設
工
事
の
入
札
を
延
期
し

よ
う
と
す
る
も
の
だ
が
、

賛
成
少
数
で
否
決
さ
れ
た
。

③
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
体
制
の
抜

本
的
改
善
・
強
化
を
求
め

る
国
へ
の
意
見
書

日
本
で
は
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検

査
を
受
け
る
た
め
の
ハ
ー

ド
ル
が
高
く
、
感
染
者
動

向
を
十
分
に
把
握
で
き
て

い
な
い
。
そ
の
た
め
、
安

倍
首
相
も
検
査
セ
ン
タ
ー

の
設
置
を
４
月
に
表
明
し

て
い
た
。
し
か
し
、
賛
成

少
数
で
否
決
さ
れ
た
。

④
感
染
症
の
基
準
病
床
数

の
増
床
を
求
め
る
意
見
書

全
国
の
感
染
症
病
床
数

は
激
減
し
て
お
り
、
不
足

し
て
い
る
の
で
増
床
を
求

め
る
も
の
だ
が
、
賛
成
少

数
で
否
決
さ
れ
た
。

⑤
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
生

活
困
窮
者
の
住
宅
支
援

福
祉
は
住
宅
か
ら
と

言
わ
れ
る
が
賛
成
少
数

で
否
決
さ
れ
た
。

６
月
の
佐
倉
市
定
例
議
会
概
要

今
議
会
の
議
案
で
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

関
係
が
多
く
、
農
業
委
員
任
命
も
含
め
32
件
全
て
可
決
さ

れ
た
。
請
願
1
件
、
陳
情
2
件
、
議
員
発
議
は
条
例
改
正

1
件
、
意
見
書
7
件
が
提
出
さ
れ
同
内
容
の
陳
情
及
び
意

見
書
各
1
件
が
可
決
さ
れ
た
。

トピックス

編
集
後
記

昨
年
は
台
風
が
襲
い
、
大
き

な
被
害
を
受
け
た
。
ま
だ
そ
の

記
憶
が
生
々
し
い
中
で
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
襲
い
、
大

き
な
影
響
を
受
け
て
い
る
。

佐
倉
市
議
会
も
感
染
を
予
防

す
る
意
味
で
、
時
間
の
短
縮
、

傍
聴
の
自
粛
が
さ
れ
た
。
一
般

質
問
は
、
各
会
派
他
か
ら
１
名

づ
つ
に
絞
っ
て
行
わ
れ
た
。

こ
の
議
会
の
簡
素
化
、
短
縮

に
関
し
て
は
批
判
も
多
い
。
職

員
は
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
で
多
忙

で
あ
る
が
、
イ
ベ
ン
ト
が
中
止

さ
れ
余
裕
の
あ
る
部
署
も
あ
る
。

対
策
を
十
分
施
し
、
議
会
で
は

十
分
に
議
論
す
べ
き
で
す
。

社
会
の
ソ
フ
ト
化

が
進
ん
で
い
ま
す
が
、

誰
も
が
性
別
に
関
わ

ら
ず
平
等
に
機
会
を

与
え
ら
れ
る
ジ
ェ
ン

ダ
ー
平
等
が
、
日
本

で
は
進
ん
で
い
な
い

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

国
連
事
務
次
長
の

中

満

泉

さ

ん

が

、

「
女
性
の
参
加
が
社

会
に
恩
恵
を
も
た
ら

す
の
は
世
界
の
常
識

で
あ
る
」
と
述
べ
て

い
ま
す
。

佐
倉
市
で
は
、
第
４

期
男
女
平
等
参
画
基
本

計
画
が
策
定
さ
れ
て
い

ま
す
。
「
女
性
の
参
加

が
佐
倉
市
民
に
恩
恵
を

も
た
ら
す
こ
と
は
常
識

か
」
と
の
質
問
に
市
長

は
次
の
様
に
答
弁
。

「
女
性
が
あ
ら
ゆ
る
場

に
参
画
し
、
活
躍
で
き

る
社
会
は
暮
ら
し
易
い

社
会
と
認
識
し
て
い
る
」
。

具
体
的
な
施
策
で
暮

ら
し
易
い
社
会
作
り
を

進
め
て
ほ
し
い
。

藤崎の議会質問から他

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
対
策
と
し
て
、
新
し

い
生
活
様
式
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

こ
の
様
な
環
境
で

は
、
公
共
施
設
も
そ

の
構
造
の
変
更
が
迫

ら
れ
ま
す
。

つ
ま
り
、
換
気
設

備
の
設
計
な
ど
は
そ

の
フ
ィ
ル
タ
ー
、
送

風
機
、
換
気
設
備
形

状
や
シ
ス
テ
ム
な
ど

を
変
更
す
る
必
要
が

出
る
で
し
ょ
う
。

ま
た
、
扉
や
手
す

り
、
各
種
取
っ
手
な

ど
も
安
全
性
の
観
点

か
ら
見
直
す
必
要
が
出

る
可
能
性
が
有
り
ま
す
。

電
気
関
係
の
ス
イ
ッ
チ

類
も
非
接
触
型
等
へ
の

変
更
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

以
上
の
理
由
か
ら
、

新
図
書
館
の
建
設
工
事

に
関
し
て
は
、
入
札
を

延
期
す
る
の
が
賢
明
と

考
え
ら
れ
ま
す
の
で
、

本
請
願
に
賛
成
し
ま
し

た
。
し
か
し
、
賛
成
少

数
で
不
採
択
で
し
た
。

新
佐
倉
図
書
館
建
設

工
事
の
入
札
は
公
告
さ

れ
、
８
月
に
開
札
と
な

る
予
定
で
す
。

予
定
価
格
は
、
税
込
26

億
４
千
万
円
。

そ
の
他
、
備
品
、
土
地
、

立
ち
退
き
料
な
ど
が
６

億
円
程
度
予
想
さ
れ
て

い
ま
す
。

新
佐
倉
図
書
館
建
設
工
事
の
入
札
延
期
の
請
願

誰
で
も
、
高
齢
に
な

れ
ば
介
護
が
必
要
に
な

る
よ
う
に
、
福
祉
サ
ー

ビ
ス
は
だ
れ
も
が
必
要

な
も
の
で
す
。

福
祉
サ
ー
ビ
ス
は
、

制
度
が
複
雑
な
面
が
あ

り
、
質
問
し
ま
し
た
。

①
障
害
者
福
祉
サ
ー
ビ

ス
の
法
的
枠
組
み
は
？

「
憲
法
で
は
、
国
民
に

基
本
的
人
権
と
生
存
権

を
保
障
し
て
い
る
。
こ

れ
を
具
体
化
す
る
た
め

に
障
害
者
基
本
法
、
障

害
者
総
合
支
援
法
等
が

あ
る
。
市
で
は
、
必
要

に
応
じ
条
例
、
規
則
を

制
定
し
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
し
て
い
る
」
と
の
答

弁
。
サ
ー
ビ
ス
は
積
極

的
に
活
用
し
ま
し
よ
う
。

②
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の

情
報
提
供

サ
ー
ビ
ス
の
内
容
を

知
ら
せ
る
福
祉
サ
ー
ビ

ス
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
は
Ｈ

30
年
４
月
版
と
古
い
。

こ
の
た
め
、
新
し
い
施

設
等
を
知
る
の
が
難
し

い
。
ま
た
、
障
が
い
福

祉
の
し
お
り
は
Ｈ
Ｐ
に

掲
載
さ
れ
て
い
な
い
。

改
善
が
必
要
だ
が
？

「
今
後
、
障
が
い
福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
情
報
発
信

に
努
め
る
」
と
の
答
弁
。

知
ら
な
い
た
め
に
利

用
で
き
な
い
事
を
減
ら

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

建設工事入札の開札は８月予定

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等

議
員
報
酬
他
の
10
％
削
減

議
員
報
酬
に
関
し
て
は
、
国

会
議
員
は
5
月
か
ら
20
％
削
減

実
施
中
、
千
葉
県
議
会
議
員
は

8
月
か
ら
10
％
削
減
を
決
定
。

佐
倉
市
議
会
で
は
、
賛
成
10

人
、
反
対
17
人
で
否
決
さ
れ
た
。

多
く
の
県
内
外
自
治
体
に
お

い
て
、
経
済
的
損
失
を
受
け
て

い
る
市
民
と
痛
み
を
分
か
ち
合

い
、
困
難
を
克
服
し
よ
う
と
し

て
削
減
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
佐
倉
市
議
会
で
は
賛

成
10
人
と
少
数
だ
っ
た
の
が
残

念
で
あ
る
（
左
上
表
参
照
）
。

佐
倉
市
議
会
で
は
、

委
員
会
等
の
際
に

議
員
に
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
入
り
の
水
が

配
ら
れ
ま
す
（
費

用
は
市
議
負
担
）
。

こ
れ
に
対
し
、

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
廃

棄
物
を
削
減
す
る

た
め
に
、
水
は
各

自
で
持
参
す
る
の

が
良
い
と
の
意
見

が
会
派
代
表
者
会

議
で
出
ま
し
た
。

結
局
、
職
員
の
負
担

（
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の

準
備
、
配
置
）
軽
減

も
含
め
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
の
削
減
の
た
め
に

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
入
り

の
水
配
布
は
取
り
や

め
に
な
り
ま
し
た
。

環
境
問
題
に
取
組
ん

で
出
来
る
こ
と
か
ら

実
施
し
よ
う
と
の
考

え
で
、
一
歩
進
ん
だ

と
思
い
ま
す
。

議会は「議員報酬１０％削減」を否決

議会でのプラスチック廃棄物の削減

佐倉市議 藤崎 良次

障
害
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス

女性の参加が社会に恩恵をもたらすのは世界の常識


